





































































































































































































































































































































































































































































は、ファーバ報告に関しても、「 、 の飛行に関する報告を承認へ」（ 年





































































































































律時報』 巻 号、 年 石垣泰司「 ・ 事件以後における人の国際移動に関
する法規制の変容と人権問題 展開する国際テロ対策法制の特徴と問題点 」『東
海法学』 号、 年 大沢秀介「アメリカのテロ対策と人権問題」『国際問題』
第 号、 年 月 熊谷卓「対テロ戦争と国際人権法 グアンタナモの被拘束
者に対する市民的および政治的権利に関する国際規約（自由権規約）の適用可能性」
『広島法学』第 巻 号、 年 大貫啓行「反テロ戦争下の人権に関する備忘録」






イギリス貴族院の違憲判決をめぐって 」『立命館法学』 号、 年 須網隆夫
「地域的国際機構と国際テロリズム規制 による国際テロへの法的対応と課題




『日本 学会年報』 号、 年
（ ）
（ ）
条約 条 項および 項参照。
ポーランドとルーマニアが審議会に加盟したのは、それぞれ、 年 月およ


















































のように保護しているのかにつき説明を求めるものであった。 年 月の 度目の
行使は、欧州人権条約 条 項が保護する権利の実施状況に関してであった。 年
月の 度目の行使は、欧州人権条約 条、 条、 条および 条の適用について
であった。 年 月の 度目は、子供の保護という観点からの欧州人権条約の実施
山 本 直
─ ─






自由権規約 条および社会権規約 条 条。さらに、国際労働機関憲章 条





『毎日新聞』 年 月 日 面。
条約 条に基づく加盟国への制裁に関しては、拙稿「 と民主主義原則





























（ ） （ ）
山 本 直
─ ─
















を含む 名である。さらには、国家政府機関の関係者 名、国内議会の関係者 名、
国内裁判所の検察官 名、審議会機関の関係者 名、国際連合等の国際機関関係者
名、被害者 名、弁護士 名、非政府組織（ ）関係者 名、ジャーナリス






（ ）（ （ ））
欧州議会のサイト（ ）の より。す





古典文学全集 巻、 年、 頁参照。
（ （ ）） （ ）





科学編） 巻 号、 年 月参照。
「欧州議会における社会主義」グループあるいは欧州自由民主連合に所属する





































































より。 年 月 日アクセス。“
、テレグラフ紙電子版 もあわせて参照さ
れたい）。けれども、他方では、ハーマン司法相（ ）が、拘禁者をのせた
航空機に対する管理の強化を唱えてもいる（“
）。さらに、議会に対しては、情報・安
全保障委員会が移送に関する詳細な報告を提出しているのである（
）。
審議会や欧州議会においても、今後さらなる動きがみられることはありうる。ただ
し、対応の焦点は、疑惑を惹起した責任を追及することではなく、むしろ、同様の
問題の発生ないし再発を防止することへと移行しつつある。
現代ヨーロッパにおける「テロとの戦い」と人権の保護 テロ容疑者不法拘禁・移送疑惑への対応を題材にして
